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7）婦入科画像診断の 特異性

　　　   経腟法 を中心 に

R本医科 大学教授　石　　原

　婦入科診療にお ける経腟超音波検査の 有用性に

つ い ては 今さ ら解説する まで もない ．現在，外来

に経腟超音波診断装置をもたぬ施設はな く骨盤 内

疾患の ほ とん どは経腹超 音波よ り本法で 診断され

る頻度が は るか に高い 。数年前 まで経腟超音波検

査 の 対象は ， 妊娠初期 の 胎芽 ・胎児の 観察 ， ∫宮

筋腫 ， 卵巣腫瘍の 診断や卵胞モ ニ タ リ ン グ に 限定

された もの であ っ た．最近は Sonohysterography

に よる子宮腔内病変の 観察な ど婦入科診療にお け

る活用範開は拡大 し，さらに カ ラ ー ドプ ラ ， 3次

元画像 表示 などが出現 し ， そ の 有用性 は
一

層ク

ロ ーズ ア ッ プ され て きた．今 i」， 産婦人科 医を標

榜する医師は本法の 操作技術 を習得 し， 画像の 読

影に習熟する こ とが必須である とい っ て 過言で な

楷　 輔

い ，

　こ の ような現状 を踏まえ ， 本セ ッ シ ョ ン で は婦

人科診療にお ける経腟超音波診断を 主体に ， まず，

日常診療 で しばしば遭遇す る ∫
・
宮筋腫 ， t一宮 内膜

症，卵巣腫瘍，絨 毛性疾患等の 読影ポ イン トを，

つ い で 更年期周辺や閉経期 にお ける本法の 活用に

つ い て 述べ る。また Sonehysterographyに よる

f宮腔内病変
一内膜増殖症 ， 内膜ポリ

ープ， 粘膜

下筋腫，内膜癌
一の 検索過雜 を解説 し， 日常診療

で の 活用 に つ い て述 べ る．さらに ， 将来へ の 展望

として
， Sonohysterographyを併用 した 3次元画

像 の 臨床応用へ の 試み や，最近 開発され た経腹走

杏法用 の 新 しい 手法に よる広範囲画像表示装置の

使用経験に つ い て も言及する
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